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          Alcoholics  Anonymous® 

 Alcoholics Anonymous® is a fellowship of men and 

women who share their experience, strength and hope 

with each other that they may solve their common problem  

and  help  others  to  recover from alcoholism. 

 The  only requirement for membership is a desire to stop 

drinking. There are no dues or fees for ＡＡ. membership; 

we are self-supporting through our own contributions. 

 ＡＡ. is not allied with any sect,  denomination,  politics, 

organization or institution;  does not wish  to  engage in 

any controversy; neither  endorses nor opposes any 

causes. 

 Our primary  purpose  is  to  stay  sober and help other 

alcoholics  to achieve  sobriety.  
                     Copyright © by ＡＡ. Grapevine, Inc. reprinted with permission 

 

アルコホーリクス・アノニマス® 

Alcoholics Anonymous® 

 

 アルコホーリクス・アノニマス® は、経験
けいけん

と 力
ちから

と希望
き ぼ う

を分
わ

かち合
あ

って共 通
きょうつう

す

る問題
もんだい

を解決
かいけつ

し、ほかの人
ひと

たちもアルコホリズムから回復
かいふく

するように手助け
てだす

し

たいという共同体
きょうどうたい

である。 

 ＡＡのメンバーになるために必要
ひつよう

なことはただ一つ
ひ と つ

､飲酒
いんしゅ

をやめたいという

願い
ね が い

だけである。会費
か い ひ

もないし､料金
りょうきん

を払う
はら

必要
ひつよう

もない。私たち
わたし

は自分
じ ぶ ん

たちの

献金
けんきん

だけで自立
じ り つ

している｡ 

 ＡＡはどのような 宗 教
しゅうきょう

、宗派
しゅうは

、政党
せいとう

、組織
そ し き

、団体
だんたい

にも縛られて
しば

いない｡また、

どのような論争
ろんそう

や運動
うんどう

にも参加
さ ん か

せず、支持
し じ

も反対
はんたい

もしない。 

 私たち
わたし

の本来
ほんらい

の目的
もくてき

は、飲まないで
の

生きて
い

いくことであり、ほかのアルコホ

ーリクも飲まない
の

生
い

き方
かた

を達成
たっせい

するように手助け
てだす

することである｡ 

 

                        (この序文の著作権はＡＡ.グレープバイン社にあり、その許可のもとに再録)
 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   
 

2017年3月８日発行  №36 発行・ＡＡ滋賀 専門家協力委員会 

連 絡 先：ＡＡ 滋 賀 

ＡＡ滋賀事務局：大津市田辺町２－５   電話：０９０－３３５４－０８５０   ファックス：０７７－５３７－５４４２   メール：ｃｃｅ５７３８０＠ｎｙｃ．ｏｄｎ．ｎｅ．ｊｐ 

ホームページ http://www.geocities.jp/shiganoＡＡ/   ＡＡ滋賀  で検索を。 

 

 

 

 
 
 
 
 

              滋賀県立精神医療センター  

              医 師    柴 崎  守 和   

 

米国では、いや日本も含めて全世界が米国の

新大統領トランプさんを巡って話題沸騰ですね。

日本の安倍さんが早速、渡米してゴルフもして

仲良くなった様ですが、世界中が彼の言動や態

度を巡って戦々恐々の様ですね。彼自身、3 回

の結婚、カジノ進出に失敗しての破産等、これ

まで波乱万丈の人生を送ってきた方の様です。

あまり知られていない事ですが、意外な事に彼

はお酒を全く飲まないそうです（煙草とコーヒ

ーも）。その理由は彼のお兄さんがアルコール依

存症で若くして亡くなったからだそうです（祖

父もアルコール依存症だった様です）。多分、家

庭では辛い事が多々あったのではないでしょう

か？ 

それにしても彼の発言や政策は随分と単純と

いうか粗雑というか、テロを防ぐ為にイスラム

教徒を入国させないとか、麻薬や「強姦魔」の

流入を防ぐ為にメキシコとの国境に壁を築くと

か・・・。 

また、フィリピンでは大統領が、麻薬を使用

したり、売買する者はたとえ“疑い”であって

も問答無用で射殺して良いと命令するなど・・

人間は自分が追いつめられたり、苦難に遭うと

自身の外側に原因や敵を探そうとし、しかも単

純な答えと即効性の解決策を求めます。しかし、

そういった人間の性に乗じて扇情的な発言をす

る指導者が人気を集め、支持を得てしまう現実

もあります。イスラム教徒や難民はすべてテロ

リストになる可能性がある、麻薬中毒者はすべ

て凶悪な犯罪者であるとするトランプやフィリ

ピンの大統領の発想はそのたぐいです。 

第二次大戦中の米国市民権を持った日系人の

http://www.geocities.jp/shiganoaa/


                                                                 

 

 

強制収容やドイツでのユダヤ人の大量虐殺も、

無知からくる恐怖感・偏見や安易で手っ取り早

い解決策を望む大衆の願望による悲劇でした。

日本でも福島の原発被災者への差別やいじめ、

相模原の障害者殺傷事件で見られた障害者に対

する極端な差別思想など、何となく世界的に弱

者や少数者への優しさや寛容さが失われ、スケ

ープゴートを求める嫌な時代がやってきそうな

雰囲気がします。 

こういった時代に鉱山のカナリアの様に警告

の声を上げ、偏見に晒されて苦労している人達

の気持ちを理解して慰めを与えられるのは、や

はり同じ様な経験を持つ少数者達（マイノリテ

ィー）なのではないでしょうか。 

アルコホリクスは過去に「アル中」としてさ

んざん敬遠、蔑まれ、ひょっとして現在も偏見

の目を向けられているかもしれないマイノリテ

ィ－です。ＡＡメンバーによく見られる寛容さ

や優しさは生まれついてのものではなく、やは

り自らも世間の偏見や差別に晒されながらも、

それを乗り越えて断酒を継続してきた勁さから

くるものだと思うのです。さまざまなマイノリ

ティ－の権利が認められ、自己主張できる社会

こそが、本当に寛容な、生きやすい社会なのだ

と思いますし、我々はそんな世の中を作ってい

かなければならないのではないでしょうか？ 

その為にも皆さん、どうか是非「世の光」に

なって力を貸して下さいね！ 

 

 

 

私事ですが、この３月で無事に定年を迎え、

38 年間の県職員生活にピリオドをうつこと

になりました。 

ふり返ってみますと、たくさんの方々に支

えられて今日を迎えることができました。つ

きなみな言葉ですが、病や障害のある当事者

やご家族から、本当に多くのことを学ぶこと

ができました。 

なかでも、アルコールや薬物、ギャンブル

依存の当事者、回復者の皆さん、多くの時間

を共にすることができ、その体験からの学び

は、私の保健師活動の糧となっています。 

 

私とＡＡや断酒会との出会いは、保健所に

勤務して１年目のことでした。 

先輩の保健師がいない時に、相談が舞いこ

み、夫の酒害に疲れきった妻と十代の子ども

さんが来所されました。お恥かしい話しです

が、何から、どのようなことを尋ねればよい

のかわからず、福祉事務所のベテランケース

ワーカーに助けを求めたことがあり、情けな

い思いをしました。 

時を同じくして、ＡＡや断酒会のことを知

り、自分の目でみて、きいてみることにしま

した。参加してみて、回復した人たちの生の

体験を耳にし、自助グループの不思議な力を

目の当たりにし、ひじょうに関心が高まりま

した。 

 

ＡＡには、酒害だけでなく、アルコール以

外の薬物依存者、若者や女性も多くおられま

した。また、組織に縛られない匿名性の雰囲

気に興味がわきました。会費はなく、献金で

運営がされており、会場はカトリック教会が

 

 

 

 

 

 

        

                 滋賀県長浜保健所   椙 本 まどか 
 



                                                                 

 

 

多く、日本の文化とやや異なり、スポンサー

がついて、仲間同士の支援があり、結びつき

が強いと感じました。 

 

私は、1992 年（平成 4 年）、県立精神保健

福祉センター（以下、センター）が開設され

た年に、勤務しました。滋賀は総合センター

でしたので、アルコール医療を専門とする診

療部門の医療スタッフと連携して、アルコー

ル講座や院内の入院・外来患者のミーティン

グなどの企画や実施に携わりました。 

その中で、ＡＡや断酒会の自助グループが、

センター事業と協同しながら当事者へのメッ

セージを届ける機会が恒常的なものとなり、

滋賀の行政・医療との結びつきがさらに強く

なったように思います。 

センターから退院した方々が、ＡＡに早期

にすぐにつながるようになりました。また、

県内の保健所にもメッセージが届けられるよ

うになり、保健師とＡＡメンバーとの顔のみ

える関係づくりができたように思います。 

私達、保健師は酒害に悩んでいる当事者に

対し、回復するためには、自助グループへの

参加の必要性を知っていること、そして、し

っかりとグループにつなぐという役割があり

ます。保健師活動は、‘きいて、みて、つない

で、動き、つくって、見せる’という活動の

基本となるプロセスがあります。 

グループの存在を知っているだけではつな

がりません。実際に足を運んでみて、当事者

の話を聞いてみて、つないで、うごくことが

必要な支援ではないかと思っています。 

 

自らの体験を振り返り、一人ではなく、仲

間とともに、新しい生き方（飲まないで生き

る）を見つけること、そして、ＡＡを知らな

い仲間にメッセージを届けること、“今日、一

日”を大切に、歩んでいってください。 

滋賀では、今年、アディクションフォーラ

ムが記念すべき 10 回目を迎えます。第１回

の実行委員のメンバーとして大変うれしく思

います。ますます、自助グループが発展を遂

げることを祈念しています。 

私は、第一線からは退くことになりますが、

今後は、ＡＡのサポーターとして、見守って

いきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          滋賀県立精神医療センター 

                   看護師 小 出 富 恵 

 

 

秋ごろであったか、若い女性の声で、突然

電話をもらった。「患者の○○を覚えています

か？私は娘です」と話し始めた。 

忘れることはない。私が初めてＡＡに行っ

たのは、その人のレディースミーティング参

加の付添いであった。スタートは仕事であっ

たが、私はその後何年か、勤務を調整して、

自分の時間を使って、毎月、月曜日のレディ

ースミーティングに通った。ＡＡの女性たち

は closed のミーティングに、当事者ではない

（かなり濃い灰色だと自覚はしているが）私

を受け入れてくれた。しかし、私をＡＡのメ



                                                                 

 

 

ンバーに巡り会わせてくれたその人は、程な

く退院してしまい、亡くなった。 

そのことは当時の私の心に錘（おもり）を置

いた。私にできることはなかったのか。もし

かしたら、私にも責任の一端があるのではな

いか。 

その頃の私は、そう思ってしまったが、ミ

ーティングに行っても、その話をすることは

できなかった。人物が特定できる話題はまず

い、という理性が働いたことは事実であるが、

それを差し引いても、言うに言えぬ苦しい気

持ちであったのだ。 

娘さんにも恨まれているのではと、ひそか

に思っていた。もちろん、命を守り得なかっ

たことは、今でも悔やんでも悔やみきれない。

それでも、私が他人を変える力など、持って

いたはずはなかったのだ、ということは、少

しずつ受け入れていった。ミーティングに出

るうちに、その話そのものはできなくても、

彼女に対しても、無力であったことは、私に

もわかった。 

彼女の娘さんは、明るい声で「私は、祖母

と暮らしてきて、彼もできて、幸せになりま

した。当時、私のことも心配してもらってい

たから、幸せになったことを報告したかった。

母はつらかったんだと思います」と言葉を結

んだ。 

大変な思春期を過ごしただろうことは想像

にかたくない。母親との葛藤を抱えたまま娘

さんは、どのように生きて、私に何を語りか

けてきたのか。 

 

支援者と呼ばれる者にできることが、私に

できることが、果たしてあるのか、いつも考

えてみるが、私にはわからない。 

それでもＡＡメンバーは、こうやって私に

ニューズレターの原稿を依頼してくれる。そ

して、みやさん、ひでさん、あみさん、みほ

さん。私をＡＡに結び付けてくれた彼女も。

もう会えなくなってしまった人達だけれど、

ＡＡで出会った仲間はいつまでも私の心の中

にいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このような文章を書く機会を与えて下さり、

心より感謝いたします。安東医院でソーシャ

ルワーカーをしております北山と申します。

今号のテーマが「私とＡＡ」とお伺いしてお

りますが、とても私に書くことのできるテー

マではありませんので、私自身の話でご勘弁

いただきたいと思います。 

最近、依存症の方との関わりで巻き込まれ

てしまった経験がありました。巻き込まれて

いることに気付けない、先輩におかしいよと

指摘されて初めて気付くものの、巻き込まれ

ているのでなかなか考え方が変えられない。

頭ではわかっているけど、感情は巻き込まれ

っぱなし。先輩に何度も話を聴いてもらい、

整理してもらい、ようやく巻き込まれから抜

ける一歩を踏み出せたかな…という状況です。

 

 

 

 

 

 

           安 東 医 院     

           ソーシャルワーカー   北 山  紗恵子 



                                                                 

 

 

依存症者の家族の気持ちが、身をもってわか

りました。依存症と関わる仕事をして 5年近

く経とうとしていますが、まだ自分は依存症

のことを何もわかっていないんだなぁと思い

ます。 

 

 福祉を学んでいた学生の頃、現役のソーシ

ャルワーカーでもある大好きな先生が「いつ

も、“あなたは私だったかもしれない”と思っ

てクライエントに接している」と仰っていま

した。当時の私は「さすが先生、素敵やなぁ」

というくらいでしたが、ソーシャルワーカー

として働き始めてからはまさしく“あなたは

私だったかもしれない！！”と思うことの連

続です。 

 アルコール依存症は遠い遠い存在だと思い

真っ白で入職したつもりでいましたが、ふと

周りに目をやると、職場だけでなく自分の身

の周りにもアルコール問題はたくさん。飲み

方が危ないなぁと思う友人もいます。私がこ

の仕事をしていることを知って、実は父がア

ルコール依存症だったんだ、と打ち明けてく

れた友人もいました。 

 依存症の方のお話を聞いていると、どんど

ん他人事ではなくなってきます。私はたまた

ま依存症でないだけだ、と思います。「酒をや

めて残る課題」「短所」「欠点」など、私も同

様に持っているわけです。依存症の方の話を

聴きながら激しく共感させていただくことも

多いです。それに、生きている以上、どんな

きっかけで苦しさを抱えるか分かりません。

いつかとてもじゃないけど乗り越えられない

と思うような生きづらさに直面することもあ

るでしょう。そんなつらい状況になったら、

気分をやわらげてくれたり、ボーッと考えず

にいれるような物質や行動があれば簡単に頼

ってしまうだろうな、と思うのです。 

 自分がなる可能性もありますが、家族の中

で依存症になる人も出てくるかもしれません。

そんな時、私は、存分に巻き込まれてしまう

んだろうなぁ、と想像したりします。そうな

ると本当にしんどいだろうと思います。どち

らにしても、私は果たして素直に助けを求め

られるのか。自助グループに行くなどできる

のか。あまり自信がありません。回復の道を

歩まれる皆様は本当に凄いと思います。 

 

「“あなたは私だったかもしれない”と思っ

てクライエントに接する」というのは、ただ

心の中で思っているだけでなく、実践してい

く必要があるわけですが、なかなか簡単にで

きることでないなと痛感しております。私に

どれだけできているかはわかりませんが、ず

っと大切にしていきたいモットーとして、心

に刻み続けようと思います。また、“あなたは

私だったかもしれない”と、自分のことにひ

きつけて考えられるセンスを磨いていくため

に、これからも皆さまから学び続けなければ

と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＡＡ滋賀】のホームページのご案内・・・・ＡＡ滋賀のホームページに掲載されているの

は、①ＡＡ滋賀と全国のＡＡの連絡先、②滋賀県内で開かれているＡＡミーティングの案内（地図つき）、 

③ＡＡ滋賀のイベント案内（チラシや申込書つき）、④ＡＡ滋賀の 

月刊スケジュール表である「葦笛」、⑤感想文「ＡＡ出版物からの 

贈り物／読んでよかったこの一冊」、⑥「ＡＡ滋賀・紹介リーフレ 

ット」、⑦ＡＡ滋賀のポスター、⑧第２１号以降の「ニューズレタ 

ー滋賀」です。今回のこの３6 号は最新号として掲載しています。 

＊その他、会場の変更や、ミーティング臨時休止のお知らせなど 

も掲載しています。どうぞ、 ＡＡ滋賀 で検索してください。 



                                                                 

 

 

   

 

 

 

 

              （兵庫県） 姫路グループ   ア グ ネ ス 

 

 幼少期から、心の底からこれが好き、楽し

いというものがなかった。 

 隙間時間を埋めるのに、酒が手っ取り早か

ったし飲んだ感じが好きだった。 

 かなり早い段階から、１日の終わりの団欒

（だんらん）の夕食まで酒を飲まないでいるこ

とが困難になった。 

 主婦業、母親業に支障をきたすようになり、

ちゃんと生活するには、夜まで酒を我慢せな

アカン、と思っても飲んでしまう。だから、

ずっと長い間、お酒を飲まないで生活したい、

と思っていました。そして、飲んでしまうの

は意思が弱いんだと思っていました。 

 

 ただ、酒の問題がある以上に、私は自分の

感情のコントロールがきかないことに悩んで

いました。とにかく激昂（げっこう）するので

す。家族を怒鳴るんです。それで、もっと穏

やかな性格に生まれたかった、意志も弱いし、

どうしてこんな性格なんだろう、と運命みた

いなものを恨んでいました。 

 

 家の中がゴキブリだらけ、換気扇に埃がつ

ららのように垂れ下がるぐらい掃除もできず、

なりたいと思っていた良妻賢母にほど遠い自

分を責めて、でも酒でごまかすしか、当時は

できませんでした。こんな自分は嫌だという

思いにどっぷり浸かっていて、その欠点を直

していこうという考えはありませんでした。 

 

 ＡＡにつながったときは、酒をやめたいけ

どやめることはできないと思い込んでいまし

た。そして、家の中が、死にたいというか生

きていくには辛すぎるという状況になってい

ました。 

 平成 15 年の夏ごろから異常な行動をする

息子が自閉症スペクトラムの二次障害と診断

されました。彼の異常行動に、私が、幼少期

から彼ともっと向き合って接していればこの

ように悪くならなかったのでないかという自

責の念でいっぱいでした。 

 将来に希望もみえず、地獄のような日々で、

泣きながら酒を飲むことでしか、日々の辛さ

をやり過ごせない当時の私でした。 

 

 転機は、平成 20 年の秋。酒をやめるには

自助会が必要ということは本を読んで知って

いたけれど、なかなか行く気にはなれなかっ

たのに、この状況をなんとかするにはとりあ

えず酒をやめることから始めようと思ったの

かなぁ、とにかく自ら、ＡＡミーティングに

行ったんです。 

 というか、何かの力が働いて、私をミーテ

ィングに行かせてくれた…感じ。 

 そうしたら、心の底から楽しいと思えるも

のがなかった私の心にミーティングの何かが

入ってきて、ＡＡミーティングが楽しくなり

ました。 

 

 遠いけど滋賀のミーティングに惹かれるも

のがあり、よく参加させていただきました。

おかげさまで７年以上飲んでいません。 

 息子も施設でそれなりに暮らすようになり、

日々の生活も落ち着き、生き方、心の視座の

方向転換のやり方をＡＡプログラムを使って

学ばせてもらっています。 

 それもこれも、仲間のおかげです。ありが

とう。これからもよろしくお願いいたしま

す。 

 



                                                                 

 

 

 

 

       （京都府） 京都グループ    ち か 

 

 

 先日、ＡＡ滋賀の仲間から「ニューズレター

滋賀春号」の原稿依頼をいただき、改めて過去

のニューズレターを読み返してみました。あの

頃の私の苦しみをなつかしく思い出していまし

た。 

 ＡＡ滋賀の仲間には「ミーティング・ミーテ

ィング」「今日一日」と励まされながら、ミーテ

ィングに行き、イベントに、広報に誘われ、帰

りの琵琶湖をながめながら帰って来たあの頃が、

本当になつかしいです。 

 かつて、一日も一時も私の目の前から酒がな

くなることはなかった。やめたいと思ってもや

められなかった酒が、ＡＡにつながって、ミー

ティングに行くことで、たくさんの仲間が酒を

飲まない生き方を続けている姿を目のあたりに

したとき、心の底から酒を飲まない生き方をし

たいと思いました。 

 仲間が言ってくれた「今日一日、今日一日」

を合い言葉に、仲間と共にＡＡのミーティング

に通い続けました。 

 あれから 21 年、私の酒は私の目の前から無

くなりました。いまも飲まない今日一日が続い

ています。 

 2 年あまり前、子供から「おかん(お母さん)

は酒をやめて何年になるんや」と聞かれまし

た。 

「18年」とこたえたとき、子供は「おかん、え

らいな。おれはおかんが 18 年酒をやめている

ことを誇りに思うよ」と言ってくれました。私

は子供からこんな言葉を聞くとは思ってもいま

せんでした。うれしかったです。恨みの言葉こ

そ聞いても、誇りに思うなどという言葉が帰っ

て来たのには、本当にうれしかったです。 

 まだまだ子供たちには、埋め合わせもできて

いないことを伝えたときも「とっくに埋め合わ

せはできているよ」と言ってくれました。私は

いつ埋め合わせをしたのか？と思いましたが、

たぶん今私が酒を飲んでいないことが子供たち

への埋め合わせになっているのかな……と思っ

ています。 

 これからも夫と三人の子供たちと少しずつ今

日一日の幸せを感じられる家族を取り戻して生

きて行きます。 

 ＡＡ滋賀地区の仲間の皆さまには、大変お世

話になりありがとうございました。これからも

今日一日、今日一日、ミーティング、ミーティ

ングを合い言葉に生き続けていきます。 

 

 

 

 

 

   （奈良県） 富雄クローバーグループ    ひ さ こ 

 

アルコホーリクのひさこです。 

私が初めて滋賀のＡＡミーティングに参加させ

ていただいたのは、水曜日、夜の草津のオープ

ンミーティングです。何回か仲間と一緒に参加

させていただきました。ＡＡに繋がっても直ぐ

にお酒を飲まないでいるということができず、

そんな中でどんな手段を使っても一年間は、お

酒をやめたいと思い、仲間にミーティングに連

れて行っていただくということが始まりまし

た。 

自分自身で参加したミーティングが、草津レデ

ィースオープンスピーカーズミーティングでし



                                                                 

 

 

た。その後、一人で滋賀のミーティングに参加

させていただくようになり、その当時の石山ス

テップミーティング・草津レディースミーティ

ング・堅田レディースミーティングなど、毎週

月曜日の朝は滋賀に行かせていただきました。

女性の仲間も男性の仲間も心良く私を受け入れ

てくださって、私の一週間は滋賀のミーティン

グから始まるようになりました。ミーティング

の後のフェローシップや広報活動にも数々参加

させていただき、いろんな経験をさせていただ

き充実した日々を送らせていただきました。そ

の時間があったから、今もお酒を飲まないで一

日を過ごさせていただいてるのだと思います。

仲間の皆さまのおかげだと心から感謝していま

す。本当にありがとうございました。そしてこ

れからもよろしくお願いいたします。 

今年、桜の花が咲くころ、また滋賀のミーティ

ングへ行かせていただきたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

               （京都府） 二条グループ    太  閤 

 

 平成６年ごろ、医者の勧めで自助グループを

紹介され、酒をやめようと思いました。積極的

に参加したのではなく、言われたから仕方なく

行っていました。毎日参加するように言われま

したが週に２、３回程度でしたが、お酒はなん

とか止まっていました。仕事にもつき、家族と

も仲良く過ごせたのですが、３年過ぎたころ、

なんとなく飲んでしまいこれはまずいと思いま

したが、一杯も、二杯も同じだと考えが変わり、

止めることができなくなり、そのままの状態が

２年余り続きました。 

 その間、何とか仕事も務める事ができていま

したが、自助グループにも行かなくなり、お決

まりのようにお酒をやめることも、生きていく

事もできなくて、助けを兄弟に求めました。そ

の間の１年余りが一番しんどかったことを思い

起こさせます。 

 総合病院に１カ月入院後、精神病院にお世話

になりましたが、今から考えれば良かったので

はないでしょうか。 

 ５カ月後でしたが、まずはミーティングに参

加することの重要性をよくいわれましたし、１

日２回のミーティングに行き始め、少しずつ回

数を増やし、最後には１日３回のミーティング

をこなせるようになりました。その辺から少し

ずつＡＡのことが理解できたように思われます。

回復するために必要なのは１２ステップですと

いわれましたが、ただミーティングに参加して

１～３のステップを徹底してやった記憶があり、

気持ちのうえで楽になりました。 

 自分のＡＡ参加方法は、最初京都から始まり、

徐々に昼間奈良、大阪、神戸、泉州と行き、夜

は京都に帰ってくるパターンが自然と確立して

いました。 

 今でも感じています、最初はステップの１～

３を徹底してやれば必ず良い結果が与えられる

と信じていました。気持を楽にしてやれば良い

と書かれていますしあとはステップの４～１２

をやるだけですが、自分は完璧に出来たわけで

もありませんがやっているうちに生き方や考え

かたが少しずつ替えさせて頂きました。 

 ２年後に数名の仲間と二条グループを立ち上

げる事ができ、結果、継続してお酒を飲まない

でいられました。 

 今考えればミーティングにもＡＡのイベント

にも参加することで、仲間意識が芽生え楽しく

なってきて、自分でもＡＡサービスができるの

ではないかなと思うようになりＡＡサービスに

参加することを決めました。その間、飲まない

で生きていけることが出来ていましたし、生活

もしやすくなり何に事も前向きに捉え、くよく

よせずにあせらず過ごせることが幸せです。 



                                                                 

 

 

 ＡＡは自分の中では生活の一部であり、生き

ていくための心の支えになってきている気がし

ています。今年 2 月で 75 歳の自分の生活パタ

ーンは午前中仕事をして昼からはＡＡに参加す

ることにしていますが、自分とって必要事項が

あれば、その事が一番であって二番目にＡＡが

あります。今楽に生きていられるのもＡＡから

頂いたものであると確信しています。 

 

 

 

 

 

 

          （京都府） 京都グループ    杏  里 

 

 早いもので京都に住んでもう 10 年ですが、

滋賀という土地は飲んでいたころの私には縁遠

い所でした。 

 兵庫県で高校まで過ごし、大学進学と同時に

京都で独り暮らしを始め、飲酒の問題が急激に

進行しました。 

 酔って救急車や警察騒ぎを起こしては実家へ

連れ戻され、京都に帰ると馬鹿飲みを再開する

という生活の中、京都・兵庫間だけは頻繁に往

復するものの他の土地はほとんど知らない。で

すから現在のように滋賀や大阪にもＡＡのため

度々出かけることには不思議な感じさえ覚えま

す。 

 

 初めての滋賀のミーティングはソーバー１カ

月ごろ、あの膳所の会場だったと思います。仲

間の口から聞いた「ぜぜ」という奇妙な響きに

どの字を当てるのかすら知らなかった自分です

が、どうしてもスポンサーを探さねばという状

況がキッカケになり、愚かにも（笑）、もっとも

運賃の高くつく京阪線で向かいました。寒く暗

い未知の街を必死に歩き、会場にたどり着いた

ときには心底ほっとしたように記憶しています。 

 この会場にはもう一つ思い出が……。ソーバ

ー１年のときに、まったく想定していなかった

更なる１年間の大学留年が決定します。あまり

の精神的打撃に危険を感じて駆け込んだ先が、

膳所会場で開催中の新春ビッグブックミーティ

ングでした。イベントを楽しむ余裕などまった

くなく、ケーキを前にめそめそしていた自分を

思い出します。 

 こんな風に恐れ、悩み、苦しみ、仲間に恥を

さらしながら…私の初期のころというのはそん

な日々だったように思えます。 

 しかし（なんとか大学を卒業して）、ソーバー

３年も近くなり元気を回復しだした後は、滋賀

にも良い思い出が増え始めました。唐崎の会場

は今でも私のお気に入りですが、初めて伺った

ときは「こんな素晴らしい琵琶湖の景色の中で

ミーティング？！なんて贅沢な！」と驚きまし

た。あの不思議な形の松の下を、スポンサーと

一緒にお話ししながら何度歩かせていただいた

ことでしょう。滋賀の 20 周年イベントでは桜

の美しい季節、ここのボートハウスで他地域の

仲間とも分かち合い、幸福な時間をいただきま

した。 

 

 滋賀は私にとって、素晴らしい女性の仲間た

ちと出会える場所でもあります。堅田の教会で

の女性イベントで緊張（と、意外な寒さ）に震

えつつスピーカーをしたこと。昨年初参加した

草津のレディースミーティングで心ゆくまで話

をし、引き続いて開催された紅白リレーのイベ

ントでは新しい女性の仲間とおしゃべりしなが

らぜんざい作りを手伝ったこと。懐かしい思い

出の中で共にいてくださった女性たちの顔を思

い起こすにつけ、「ああ、彼女たちにはとてもか

なわない！けれど、自分もああして生きていけ

たら、そしてあんな風に仲間の手助けができれ

ば…」と痛感します。 

 一度行くとわかりますが、京都から滋賀は意

外に近いのです。せっかく増えてきた滋賀での

素敵な経験を、今後も育んでいきたいと願って

います。ありがとうございました。



                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （岐阜県）  金華山グループ   ふ み え 

 

 平成９年に、クリニックでアルコール依存症

ですと診断されて、ある程度酒が止まって日に

ちが過ぎたごろ、酒をやめ続けるためにＡＡミ

ーティングに行きましょう、と思いました。そ

してＡＡ に意気揚々と出かけましたが、続きま

せんでした。  

 いいわけですが、下の子はまだ小さいし、姑

は私が何処に行くのか言わないと癇癪をおこす

し(姑にアルコール依存症と話していませんで

した。姑がいいふらしたりするのが恐ろしかっ

たのです)、ご近所さんは〇〇の嫁は何時に出か

けて何時に帰って来たと井戸会議で噂話をする

ので、それらがいやになって、ＡＡにはちょっ

とだけ通って、「私は酒は飲まなくなった。私は

大丈夫」と勝手な思い込みをするようになり、

結局、ＡＡに行かなくなりました。  

 

 平成２１年８月１４日に姑が亡くなり、私を

苦しめていた根元が居なくなったのですが、私

の心は、不平や不満、愚痴でいっぱいでした。

私には自分の話をする所、話を聞いてくれる人

がありません。そのとき「あ！ ＡＡがある」

と思いました。 

 １カ月後、私は、ＡＡミーティングで愚痴を

ぶちまけていました。  

 週に1日、ＡＡ通いが１年続いたころ、ホー

ムグループ以外のミーティングへ出かけたとき、

ミーティング後に仲間と話をしていると、私の

住んでいる所から滋賀県は近いですよと言われ

ました。そこで、関西セントラルオフィスに電

話をして、彦根にＡＡミーティングがあること

を知りました。オフィスの職員の方がＡＡ滋賀

には連絡のとれる電話があるのでお教えします

と「電話番号 090-3354-0850」を教えてもらい

ＡＡ滋賀に電話しました。 

 その電話で話をした女性とＪＲ長浜駅で待ち

合わせして、暑い中を歩いて長浜社会福祉セン

ターに行き、ミーティングを１時間して、また

暑い中を長浜駅まで戻り、駅でお別れし、さら

に、次の第１月曜に彦根駅で待ち合わせてカト

リック彦根教会まで歩き、ミーティングを１時

間して彦根駅まで戻り、彦根 駅で別れて帰宅し

ました。 

 

 ＡＡ 35 周年が中部北陸地域の愛知県名古屋

市で行われた年から 第１月曜の彦根と第３月

曜の長浜、第４土曜の近江八幡に開かれている

滋賀レディースミーティングに出ています。 

 

 スポンサーをお願いして、過去を振り返る作

業をしました。 

 相手のことではなく自分の側のことを見る作

業の仕方を教えてもらいました。しかし、頭で

ぐるぐる考えていてもぐるぐる回っているだけ

で、わからないのです。ノート(紙)に表して整

理することを細かに教えてもらいました。 

 そうやって、振り返りを行っていると、やが

て、自分が正しいと思ってしてきた数々の行動

は、自分勝手でわがままな行動だったことが見

えて来ました。 

 そして、自分の信じる神ということ、祈る方

法などについても、スポンサーは、辛抱強く私

にプログラムを渡してくれまています。 

 

 ここまでくるのに時間がかかりました。ＡＡ

の仲間はずーと変わらずに ミーティング場を

開け続けてくれています。自分勝手な思いから

またＡＡミーティングに来た私ですが、いま、

ＡＡに感謝しております。  



                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

          （兵庫県） おのころレディース   鏡 

 

 19歳7ヶ月、進路を変更して就職してから、

昼間は明日こそ仕事を辞めようと思っているの

に、夜になると何としても明日出勤しなければ

と思う日々を繰り返していた。 

 20 歳の誕生日に飲酒してから、明日のこと

を思って不安と緊張でいたたまれなくなると酔

いを欲するようになり、２カ月ほどで毎晩自室

で飲むようになった。 

 36 歳、長年断酒している叔父に連れられて

アルコール専門病院を受診した。 

 主治医はすぐに依存症とは診断なさらず、困

ったときだけ通院する私を診てくださった。 

 39歳、連続飲酒の果ての診察で「とうとう本

性を出したな、アルコール依存症とカルテに書

くぞ？」と聞いてくださった。私のことを化け

物みたいに言って…と思いながらも頷き、毎日

通院を始めた。 

「いずれＡＡに」と主治医から提案されたとい

うこともあり、通院プログラムの合間の退屈し

のぎに『アルコホーリクス・アノニマス(個人の

物語付)』を病院で借りて読んでいた。「本は家

で読め、病院では仲間と話せ」と叔父から忠告

されたが、すぐには意味はわからなかった。そ

の頃、院内ミーティングにＡＡの女性が飛び入

り参加された。 

 その後の連続飲酒中、飲酒が他のすべてより

優先する今の自分は廃人だと感じ、廃人のまま

で生きていきたくはないと思った時、飲まない

という選択肢が生じた。 

 39 歳５ヶ月、最後の飲酒から５日後の 2004

年８月 25 日に専門病院近くのＡＡをホームグ

ループに決めて初参加した。毎日通院に加えて

週２回ＡＡに参加し始めたある夜のミーティン

グで、あの日病院に来られた女性に再会し、と

ても嬉しくて自分から話しかけた。ホームグル

ープのメンバーにその女性を紹介してもらい、

11 月のさわやかな日に私の住居近くの大阪城

に一緒に行った。私が「母が……叔父が……」

とボソボソ話し続けているのをずっと聞いてく

ださっていた。トイレから走って戻ってきたと

きに「走らなくていいのに」と微笑みながら声

をかけてもらったときに胸のあたりがあったか

くなった。その女性（スポンサー）のホームグ

ループが滋賀地区にある。 

 2005 年１月、ハグ・石山グループＯＳＳに

参加した時、二人の滋賀女性メンバーの笑顔を

見て、あんなに笑えるようになるんや！と大き

な希望をいただいた。２月、最初のステップ５

の時、「（幼い頃から続けてきた）絵の勉強をや

めると言ったのはそれでよかったのよ、絵が本

当に自分がしたいことだったのならアルコール

依存症にはなっていなかったでしょう」と教え

ていただき、長年の罪悪感から解放された。同

時期に「自分が本当にしたい生き方を見つけら

れたね」と教えていただい事は、自覚できるま

でに年月を要した。４月、滋賀県ＡＡＯＳＭ 

in 近江八幡で出会った長浜女性メンバーから

の「スポンサーのことをそんな風に思っていた

ら大変よ、お姉さん！位に思っておかないと」

というアドバイスは、折りに触れ思い起こされ、

スポンサーとの信頼関係を育む意欲を与えてい

ただいてきた。 

 家族や友人に理解してもらい、医療行政関係

者の方々から支援をしていただき、ＡＡで仲間

と共に今日一日の回復に取り組ませていただい

てきた。苦しみを伴いながら、少しずつ、あり

のままの自分を受け容れさせていただくごと、

自分を超えた大きな力の助けを必要としている

あるがままの自分を見出だし、癒されてきた。 

 今年２月、ホームグループを解散し、3 名の

女性メンバーと共にレディースミーティングを

開始した。 



                                                                 

 

 

 

 

 

                ハグ12すてっぷグループ    裕  之 

 

 2017年１月29日、ホームグループのイベン

ト、オープンステップセミナー（ＯＳＳ）が開

催されました。昨年の参加者は８名でしたが、

今年は15名に増え、関東からも何人かの仲間に

来てもらい、いろんな経験を聞くことができ、

たいへん良い一日になりました。 

 いつも２〜３人でミーティングをしているの

と、他のグループのイベントに参加することも

少なくなっていたので、新鮮な気持ちにさせて

もらいました。 

 

 ＡＡに初めて参加したのは大津のミーティン

グ場でした。そのときの参加者は、滋賀に住む

人も少なく、京都、大阪からのメンバーでミー

ティングが成り立っていました。そこには、僕

がその時まで持っていた「アル中」という印象

とはかけ離れた人たちがいました。話の内容は

アル中なのですが、見た目は普通の人だったで

す。 

 

 そのころ、自分は、お酒を飲むこともやめる

ことも、生きることも死ぬこともできず、この

先どうしていいのか、まったく考えられない状

態でした、 

 

 ビッグブック（ＡＡの基本書籍『アルコホー

リクス・アノニマス』）に書かれている≪解決は

ある(第二章)≫ その言葉に感謝です。 

 

 もし、僕のようなアルコホーリックが、解決

がないまま、酒を飲んだりやめてみたりを繰り

返しながら、孤独な日々を送って、死んでいく

しかないとすれば、それはつらすぎると思いま

す。 

 いろんな経験を持つたくさんの仲間がいて、

解決方法を示しているビッグブックがあって、

ＡＡという全世界に共通する集まりに巡り会え

たことに幸せを感じます。 

 そのＡＡという集まりが滋賀県にもあって、

それにつながることで、僕自身が回復の道を進

むことができたことは、間違いありません。 

 1935年にアメリカの田舎町から始まった集

まりが、滋賀にも同じ形で存在しているという

のはすごいことです。 

 そのＡＡの大きな力に頼りながら、人として、

社会の一員として、生きて行く方向、つまり、

つらく悲しい孤独から解放された生き方を学び

つつミーティングに出かけていく日々が与えら

れているのはありがたいことです。 

 こうして、何とか生きている、幸せを感じる

ことができているのですから、ＡＡの原理その

ものに大きな感謝です。 

 

 お酒をやめたくても飲み続けて他人に迷惑を

かけ、食事を用意してくれた母に対し、お膳ご

と投げつける。酔いがさめるとガックリとして

いる情けない自分がいました。 

 

 酒をやめた最初のころはなかなか生き方がう

まくいかず、苦しい想いもしましたが、それも

経験の一つとして、自分の成長には必要なもの

だったと思います。 

 これからも山あり谷ありと、いろんなことが

起きるとは思いますが、何とか「今日一日」飲

まないで過ごせそうです。 

 とにかく定期的にミーティングに参加するこ

と、できるだけたくさんの仲間の経験を聞くこ

とが大きな刺激になっています。 

 

 滋賀で産まれて滋賀でＡＡに巡りあえて、た

だ今、日曜日のハグ12ステップグループのメン

バーとして、先行く仲間に感謝と、新しく来る

仲間の新鮮な経験話に力をもらえることを楽し

みに、来年のＯＳＳにもたくさんの仲間に来て

もらえるように、生きて行きたい今日このごろ

です。 



                                                                 

 

 

 

 

 

        おおつ今日一日グループ     理  恵 
 こんにちは、アルコホーリクの理恵と申しま

す。2月現在ソーバーは13年と6カ月です。そ

して、2月は私の誕生月なので満50歳になりま

した。飲まないで迎える誕生日は14回目です。

今回の誕生日は大きな節目という事もあり、よ

くぞここまで生きてこられたものだと、とても

感慨深いものがありました。 

 私は死ぬ事も生きる事もできず、36歳でＡＡ

ミーティングに行きました。借金が300万円、

所持金はほんのわずか、カバン１つ、ダンボー

ル１箱分の荷物でアルコール専門病院から兄貴

の住んでいる家に引き取ってもらいました。仕

事も失くし、入院中に離婚成立、子供の親権は

父親、住む家もない。そんな状態ですから死ん

でもよかったんです。生きていたいなんて少し

も思えませんでした。だから、なぜ最後の最後、

土壇場でＡＡミーティングへ足を運んだのかわ

からないのです。おそらく私の狂った頭の中に

いつもある「死にたい願望」は病気の症状なの

でしょう。それより人間に与えられた生きる本

能が、私を生かす方向へぐいっと押しやった感

じでした。 

 

 非常に衝撃的すぎて言葉にはできませんが、

ある日突然、お酒が止まりました。あり得ない

事が私の身に起こったのです。どんなに頑張っ

てもお酒を飲んでしまい、頭を壁でカチ割りた

くなる罪悪感の中で毎日が地獄のような苦しみ

でした。今度はお酒を飲めないのです。飲むぞ

ぉ―――！と決意してスーパーに買いに行った

のに、心の中でチクショーと泣き叫びながらコ

ーラを買い、その足で怒りまくってミーティン

グへ行ってしまいました。ほんとうに飲みたか

ったのかなぁ？それとも、単に悲しかったのか

な？嬉しくても寂しくても、幸せでも不幸でも

飲む以外の表現を知らなかったみたいですよ。 

 

 結局、飲みたいのか飲みたくないのか、死に

たいのか生きたいのか、全然わからないままＡ

Ａミーティングへ参加し続けて、スポンサーと

出会い、ホームグループでのサービス活動が始

まりました。幸いにも12のステップに取り組む

事ができました。私がミーティングや仲間から

離れずに飲まないで年月を過ごして来られたの

にはは大きな理由があります。 

 

⑴ スポンサーシップをしていること(スポン

サーとスポンシーがいて、スポンサーにはその

またスポンサーがいて、スポンサーのスポンサ

ーのスポンサーがいるらしいです)。 

⑵ ホームグループでサービス活動に参加して

いること。 

⑶ ミーティングに参加し続けていること。 

 

 今でも、この三つが日々の生活の中での軸に

なっています。これを13年ほどコツコツと続け

てきました。それだけです。お酒が止まってし

まうという奇跡が起こったあとは、今日一日ず

つの地道な努力と積み重ねです。それをやり続

けているのもどうやら自分で努力したぞと威張

れるようなものではありませんね。神様がそう

させて下さったみたいですよ。努力すら自分で

は継続できないぐらい自己中で我儘な私ですか

ら。 

 飲まないで生きていたい！幸せになりたい！

という気持も自分では気づけなかったんです。

その次にハッとしたのが、幸せってなんだろ

う？正直って、なんだろう？でした。 

 他の人にとっての幸せや正直さではなく、私

の感じる幸せ、私が自分に正直に生きる、とい

うシンプルだけど奥が深い課題は、毎日の生活

そのものが実践の場です。自分を生きている感

覚を、時に胸が苦しくなるほど感じています。 

 良くも悪くも私は私、ありのままの自分を今

日一日、大切にして生きていきます。私の幸せ？

語ると長いのでまたの機会に！ありがとうござ

いました。 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

         彦根グループ    均(ひとし) 

ＡＡに通い出したの

はいつごろだろう

か？ 

 滋賀県立精神保健センターを退院して、初め

て参加したのが、2000 年４月中旬、小雨が降

る土曜日でした。ＪＲ膳所駅で下車して、迷い

ながら膳所今日一日グループのミーティングに

参加しました。 

 私はアルコールが原因で、何度も何度も死に

かけて救急車で大津市民病院に運ばれては入院

しました。しかし、一度も息子（傷付けたリス

トの№１)は見舞いに来ませんでした。ところ

が、2000 年1月 10 日にセンターに入院した時

は閉鎖病棟にもかかわらず、３回見舞い来てく

れました（入院時には毎日日記を書いていまし

た)。入院する当日、息子は女房に『今度は親父

は真剣に酒をやめる気持ちだ…』と言ったとい

うことです。入院中に息子から貰った手袋の片

方を、退院後の最初に行ったミーティング会場

に行く途中に落としたことを今でも鮮明に覚え

ています。 

 その後、ホームグループを膳所、唐崎、石山、

草津、彦根と変えて現在に至っています。 

 センター退院後、自助会等は、Ｄ会、ＡＡ、

さつき会と毎週1回のセンターでの外来ミーテ

ィングということで、ほぼ毎日どこかの自助会

に参加をしていました。 

 退院後はどちらかと言えば自助会の参加はＤ

会のほうが参加回数は多かったと思います。そ

の後、自助グループをどうしようかと迷ってい

る時に、Ｄ会のＫ氏から、あなたはＡＡのほう

が向いていますよと言われて決断をしました。

Ｋさんは洗礼を受けて、ＡＡに興味を持ってお

られました……。後に堅田教会の牧師さんから

Ｋさんの偉大さを教えて頂きました。 

 センター入院時のＳ医師からの教え。『自助

会には参加をすること！危険な所(酒席等)には

近づかないこと！』  

 Ｄｒの復職許可が出るまでに6カ月かかりま

した。復職し(勤め先が京都の為に)京都のＡＡ

ミーティングに参加しました。魅力のあるミー

ティング会場と仲間達に会えたことが財産です。

感謝しています。時間的に余裕ができれば懐か

しいミーティング会場に参加して旧知の仲間達

と分かち合いをしたいと思っています。 

 

 まもなく満 70 歳になります。アルコール依

存症で何度死にかけたことか。生かされた命、

今の自分を愛せるようにと日々精進致します。 

 皆様方の今日一日が、心穏やかでありますよ

うに心からお祈り申し上げます。ありがとうご

ざいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 テーマ 

 

 

             10：30～15：00 

              

              参参加加費費：：メメンンババーー550000円円 

 

               

 ＊宿泊：国民宿舎「ビューロッジ琵琶」 ＊夜にバースデーミーティング、ナイトミーティングがあります。 

★詳細は、ＡＡ滋賀のメンバー、または「ＡＡ滋賀」のホームページ・案内チラシをご覧ください。 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

       おおつ今日一日グループ    も  え 

 

 2009年４月、夫の転勤に伴い三重県から広島

県へ。年長さんになる娘は新しい幼稚園に転園

しました。その夏には私は精神病院へ２回目の

入院。秋には離婚を前提としての別居で夫は広

島、娘は夫の実家のある神戸、私は自分の実家

のある大阪へ戻ってきました。 

 そこで近くの精神科のクリニックへ行き、初

めてＡＡを知りました。当時のことはほとんど

覚えていないのですが、主治医が“Alcoholics 

Anonymous”と書いて下さったメモのことだ

けは今でもよく覚えています。 

 アルコール依存症という病気についてもＡＡ

についても何も知りませんでしたが、それでも、

そこに何かがあるということはわかったんだと

思います。メモを頼りにネットで検索し、一番

近いミーティング場へ行ったのがその年の１１

月末です。その時は、お酒をやめたいというよ

り、お酒のやめ方・節酒の仕方を教えてもらっ

て、もう一度娘と夫と暮らしたい、という思い

でした。 

 ミーティングでは、私は「あんなに酷くない」、

「性別が違う」、「年齢が違う」、「境遇が違う」、

と違いばかりを探して全く心を開けませんでし

たが、それでも仲間は私を暖かく受け入れて下

さいました。そこから専門病院に繋がり、入退

院を繰り返しながら約１年をかけて底をつきま

した。その間に離婚をし、娘は私が引き取りま

した。2010年10月が今のところ最後のお酒で

す。 

20 歳で初めてお酒を口にしてからの私のお

酒の飲み方は、24歳までの機会飲酒では、摂食

障害の苦しさ、生きることの苦しさから一瞬の

安心を得るための飲酒でした。24歳で結婚して

からは、それに良い妻・良い母でいるためとい

う理由が加わった飲酒で、妊娠・授乳中以外、

ほぼ毎日飲んでいました。しばらくはうまくい

っていたように思いましたが、いつしか良い

母・良い妻ではいられなくなり、安心感も得ら

れなくなり、罪悪感・自己嫌悪・自己憐憫から、

苦しいお酒になっていきました。 

お酒に助けられて生きてきた私は、“いつ死ん

でもおかしくない体と精神状態”になっていま

したが、そこからお酒がなくなっても“いつ死

んでもおかしくない精神状態”は残っていまし

た。その状態を助けて下さったのがＡＡの仲間

であり、ＡＡのプログラムです。はじめの２年

間は家から近い大阪のホームグループにいまし

たが、その後、滋賀の“おおつ今日一日グルー

プ”にきました。今日一日飲まないことが６年

４カ月続いています。 

昨年からはグループの代議員をさせていただ

いています。グループ、地区、地域、日本、全

世界にいる仲間、そして、いま苦しんでいるア

ルコホーリクの役に立つよう、行動し続けてい

きたいと思っています。 

 それをいつも支えて下さっている仲間、主

治医、関係者の方々、家族に感謝しています。

ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

《ＡＡの新刊（改訂版）『女性へのメッセージ』ご案内》 

 このほど、パンフレット『女性へのメッセージ』が改訳改定されて、わかり 

やすく、読みやすくなりました。このパンフレットには、８人のタイプの異な 

った経歴や経験の女性アルコホーリクの物語が掲載されており、いろんなタイ 

プの読者も共感する物語に出会うことでしょう。女性のアルコホーリク、飲酒 

に問題があるかもしれない女性には、とくに必読のパンフレットです。 

 頒布価格も￥300-から￥200-に値下げされ、入手しやすくなりました。 

ぜひ、お読みください。ご注文は、ＡＡ滋賀、またはＫＣＯ．ＪＳＯにどうぞ。 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

                            オネスティ唐崎グループ      小  川 
 

  私が、ＡＡ滋賀にお世話になって12年が経

過しました。 

 病気療養中の2004年11月に初めてＡＡのミ

ーティングに参加しましたが、つなかりはじめ

た頃は、ミーティングの前後に酒を飲みながら

通っていました。 

 当時は、石山、彦根、草津、膳所のミーティ

ングに参加し、程なく閉鎖された堅田のミーテ

ィングも2回参加しました。ミーティングに通

っているうちに、酒も徐々に止まり、職場復帰

をしましたが、素面で生き辛さを感じて、酒を

止めたうえで、2,005年の12月から大阪のアル

コール専門病院へ100日間入院して、ARPGを受

けながら、ミーティングに通いました。退院後

も、一年間病気休職を取り、ミーティングに通

う事にしました。 

  退院後、一年間に500回位ミーティングに通

いました。退院した2006年3月31日をバース

デーとして今も飲まない生き方を継続していま

す。退院後、ＡＡにつながった時から、彦根グ

ループをホームグループにしていましたが、

2006 年 10 月にソーバが同じ位の仲間と米原グ

ループを立ち上げホームグループにしました。

しかし、ソーバ半年のドライドランク状態で始

めたのは、時期尚早で、ミーティング場を維持

する事が出来ず、一年程でミーティング場を閉

鎖しました。2006年10月から2007年3月まで、

ＡＡ滋賀を離れて大阪のスポンサーのいるグル

ープに所属し、ステップに取り組みましたが、

うまく行かず挫折してスポンサーシップも解消、

ＡＡ滋賀に戻りオネスティ唐崎グループをホー

ムグループにして現在に至っています。 

  ＡＡ滋賀は現在、ハグ 12 ステップ、オネス

ティ唐崎、彦根、草津、おおつ今日一日グルー

プとレーディスミーティングがあり、おおつ今

日一日グループでは、リビングソーバ、ビッグ

ブック、ステップ今日一日の書籍を使ったミー

ティングやビギナーズミーティングと各週で違

ったミーティングを行い、つながりはじめの頃

は、ＡＡの知識を得るのに役立ちました。また、

オネスティ唐崎グループでは、ビッグブックを

CD で聴き、分かち合うミーティングを行って

います。月に一回第2日曜日には、合同バース

デー、合同ビジネス、合同イベントの実行委員

会も唐崎で行い、サービス活動も参加させても

らっています。 

  イベントとしては、毎年１月におおつ今日一

日グループのビッグブックでティーパーテイ、

草津グループの紅白リレーミーティング、ハグ

12ステップ誰でもできるステップのOSMがあり、

ほぼ毎年参加しています。ＡＡ滋賀の合同イベ

ントとしては、5月の第2の土日はＡＡ滋賀の1

泊2日のOSMがあり、琵琶湖の湖北、湖東、湖

西、湖南で、場所を変えて行なっています。ま

た、秋には、野外 OM があり、景色のいいとこ

ろで、バーベキューをしながらミーティングを

し、こちらもほぼ毎年参加しています。 

  ＡＡにつながってから、ＡＡ滋賀のミーティ

ングや行事に楽しんで参加しながら、飲まない

生き方を続けられている事に感謝します。これ

からもＡＡ滋賀と共に飲まない生き方を続けな

がら、歩んで行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

【ＡＡ滋賀のあゆみ】 から 

 滋賀県で初めて毎週ＡＡミーティングが始まったのは、1987年10月の彦根会場でした。その半年後、1988

年４月に大津会場が開設され、1994年4月に「ＡＡびわこグループ」が自立しました。同年９月に草津ミーティ

ングが始まっています。自立した「びわこグループ」は、１９９４年８月から精神保健センターへのＡＡメッセー

ジを開始しました。これらが、滋賀県におけるＡＡサービス活動の始まりです。 

 今年、彦根ミーティング場は開設３０周年を迎えます。これまでの 

みなさんの支援に感謝しています。ありがとうございます。 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

      ＡＡ滋賀   アルクホーリク ＮＯ（エヌオー） 

 

 みなさーん♪ こんにちは。 

 お元気にお過ごしのことと存じます。私も昨

年末から多忙な日々を過ごしてますが、元気に

過ごしています。 

 ＡＡ滋賀と初めて出逢ったのは今から約6年

8ヵ月前の2010年6月24日で、まだアルコー

ル専門病院に入院中でした。自助グループ参加

というプログラムがあり、たった一人で参加さ

せていただいたのがＡＡ滋賀草津グループのオ

ープンミーティングでした。この出会いがあっ

たからこそ、今も飲まない人生、生きる喜びを

感じながら頑張れています。 

 今はグループには所属していませんが、アル

コール専門病院を退院して社会復帰するまでの

約1年5ヵ月間はＡＡ滋賀のグループのミーテ

ィングには毎週参加させていただきました。ま

た、アルコール専門病院に入院中にスポンサー

とも出会え、退院してからは毎日のように回復

のプログラムを一緒にしてくださいました。 

 荒削りながら、約3ヵ月半で12のステップを

一応やり遂げました。 

 このステップのおかげで私は自分を変えてい

こうということに気づきました。 

 すぐに自分の性格を変えることはできません

でしたが、変えようと意識して根気よく努力し

続ければ、変化してきている自分に気づくよう

になりました。 

 驚いたのは、自分が変われば、自分の周りに

いる人たちも変わってきたという事実です。 

 私のいのちを救ってくださったのがアルコー

ル専門病院！ 私の飲まない生き方を学ばさせ

ていただいたのがＡＡ滋賀だと思っています。

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 今はミーティングにも参加できていない状況

ですが、唯一！通院だけはしています。私のい

のちを救ってくださった主治医の先生に元気な

自分を見ていただきたいため、もう診察は「い

いですよ」とおっしゃって下さっているにも関

わらず、私の方から、診察をお願いしている次

第です。 

 長々書きました。これからも今日一日、今日

一日！ 戻ることのない時を大切に飲まない人

生を生きる喜びを感じながら生きてまいりたい

と思います。 

 また、機会があれば、是非ともＡＡ滋賀のミ

ーティングに参加させていただきたいと思いま

す。その時は、どうぞよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は、草津の精神医療センターに入院しARP

のプログラムを受けた結果、ＡＡにつながりま

した。 

 ＡＡ（アルコホーリクス・アノニマス）のメ

ンバーとミーティングをし、過去の自分を思い

出して話をしていると、自分よりももっと苦し

い思いをしている人がアルコール依存となり悩

み苦しんで立ち直っている人がいることに気づ

かされました。 

 病院入院中は、私よりも、重度のアルコール



                                                                 

 

 

依存の人、病気から立ち直ろうとしている人、

何も考えずに薬に頼っている人、いろんな人た

ちを見てきました。 

 私も身体からアルコールが抜けて、身体がす

っきりしてくると、飲まなくてもやっていける

自信のようなものが湧いてきました。 

 今では、ＡＡミーティングに行くと、気分が

落ち着き、前向きに物事が考えられるようにな

ってきました。 

 病院に、入って最初のころは、ARPプログラ

ムを受けてもまた元に戻り、こんなことやって

も私は変わらんと思っていました。 

 でも、センターを退院し、ＡＡのメンバーと

ミーティングをすることで、アルコールの恐さ

自分がアルコールに飲まれていたことが思い出

され、少しずつではありますが飲酒欲求がおさ

えられてきています。 

 完全断酒には、まだ至りませんが１日断酒を

目標に頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

               ハグ12すてっぷグループ   ゆ う じ 
 

ＡＡ滋賀のミーティングに初めて参加させてい

ただいたのは、2008年の12 月のことです。当

時は膳所にて行われていたビッグブックミーテ

ィングの中で、ドクターボブの悪夢を輪読して

いたことを思い出します。その頃の自分はまだ

酒を止めることができず、ＡＣのミーティング

に通いながら、飲酒に問題があることを認める

ことが精一杯の状態でした。それから8ヵ月後

の 2009 年 8 月に、再度ＡＡのミーティングに

参加するまで、自身の力を振り絞って酒を止め

る努力をしました。その8ヵ月だけでなく、思

い返せば飲み始めた 18 歳の頃から止めたくて

も飲んでしまう状態の自分を、たった２回のミ

ーティングで変えてしまう力がＡＡ滋賀には存

在するのだと思います。 

私は 25 歳になるまでの間に、父親の転勤や進

学のために関西と関東を何度か転居しています。

両親や滋賀が嫌いだったけれど、自身の健康を

保つことや他人と関わることなど、人生の基本

的なことも解らないまま生きていて、不安に負

けて仕方なく滋賀に帰ってきたのです。その後

も酒に頼って自分の不安や人への恐怖感を誤魔

化してきました。そんな自分を変えたいけれど、

どうしたら良いのか解らず、でも解決策を探し

求めて道徳や倫理学、哲学、宗教なども学びま

したが、ビッグブックに書かれているとおり、

酒をやめることに対しては何の役にも立ちませ

んでした。 

2007 年ごろにＡＣのミーティングに参加して、

初めて仲間と呼べる人たちと出会いました。そ

こでは他人に対して抱く不信感や恐怖感が減少

し、自分の課題に向き合うことができました。

酒をやめるという課題に向き合う土台ができた

後、ＡＡ滋賀のミーティングに参加する機会を

得たことも含め、すべては滋賀にいたからこそ

助けてくれる人々に出会い、解決に近づいてい

ると感じることができたのだと思います。 

当時の自分の仕事場とそこに就職することとな

った経緯、ＡＡ滋賀の関係者とミーティング会

場、通院する場所、現在の仕事場、自分のグル

ープの会場などが身近な空間に存在しており、

いままでの苦悩の解決策がすぐそこにあるとい

う感覚に包まれた瞬間があり、現在もそれが継

続しています。自分自身だけで考えていたとき

にはまったく気付かないこと、自分を超える偉

大な力がＡＡ滋賀を通して、自分だけにしかそ

の意味を理解することができないタイミングで、

お世話になった人と場所、物とがシンクロして

いると思います。 

時々道を踏み間違えながらも、この環境に感謝

して少しずつ成長してゆきたいと思います。 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

オネスティ唐崎グループ     前  田 

 

現在、酒を止めて3年が過ぎ、職場である大

学の教壇にも復帰している著者ですが、酒を止

めた3年前には絶望していました。すべての学

問的な探究は、酒の力を借りて行っていました

から、酒を止めたら、学者として教員としての

生命は終わりだと信じていたのです。 

それでも、酒を止められたのは、生まれなが

らに酒を呑んでいたわけではないとの思いに至

ったからです。著者が酒を覚えたのは、真面目

にも大学生からでしたので、高校生までは酒な

しでも普通に生活をしていたし、哲学的な思索

にさえ耽っていたはずなのです。中学生の時に

は読書感想文を表彰されたこともありましたし、

映画評論が老舗の映画雑誌で審査にパスしたこ

ともありました。だから、酒を止めても高校生

の頃の自分に戻るだけだと言い聞かせて、酒を

止めたのです。只、どうあがいても、筆致は高

校生の文章力止まりに戻るんだろうなと悲観し

ていました。 

案の定、断酒してこのＡＡニューズレター滋

賀に文章を書くようになったら、呑んでいた時

とは文体が様変わりしてしまいました。呑んで

いた頃は、難解な文体で論文を書くのが、アル

中社会学者である著者の仕事でした。いや、呑

まなければ学術論文など書けなかったというの

が正しい見立てでしょう。ですから、アルコー

ル抜きの脳ミソになったら、論文など書けない

と思っていました。そして実際に、断酒してこ

のＡＡニューズレターに寄稿した文章はすべて、

ですます調のまるで学生に回帰したような文体

になってしまったのです。 

 

でも、それでいいじゃないですか 

拙い映画評論を書いていた中高生に戻った筆

力で、がんと依存症に関する本までも、ですま

す調で出版しました。同僚の学者、その一部か

らは、こんな与太話のような代物は学術書にあ

らずと批判されています。ところが、思わぬ高

評価をしてくれる読者層も現れたのです。それ

は、著者が教えている大学生たち。「先生がこ

れまで出した本は、難しすぎて何書いてあるか、

わからへんかったけど、今度の本は、2時間で

読めた！」 

いいじゃないですか。 

プライドの高い学者たちからバカにされても、

次世代を担う若者たちに理解してもらえる文章

を書けるようになった、いや戻ったのなら、酒

を止めて、このＡＡニューズレター滋賀に書い

ている意義があります。これからも、よろしく

お願い致します。

 

 

 

 

 

 

       おおつ今日一日グループ   Anthony
ア ン ソ ニ ー

 

 3 年前の今頃は、まだ岩倉病院に入院中であ

った。 ARPの一環で入院中の同胞たちと、毎夜、

自助会廻りをしていた。 何十年の会社勤めから

解放され、病院での生活は実に楽しいもので、

修学旅行のようなハイテンションが3カ月にわ

たって続いていた。 とは言え、時に一人に戻り



                                                                 

 

たくなる瞬間もあり、そんな時は自宅泊を利用

した。無論、許可が必要なのだがこれを得るた

め、好んで当時自宅のあった滋賀の自助会に顔

を出した。 最も確実に許可を得る方法は、2日

連続で滋賀の自助会を廻ることで、目的実現の

ためにＡＡに限らず、もう一方の自助会も含め、

レディースを除けば殆んどのミーティング会場

を経験した。 

 退院後、私はこの中から、当時まだ ZeZe 今

日一日グループのメンバーになり現在まで3年

間お世話になっている。 

 私には、ミーティングに参加する明確な目的

があった。 それは自身の“生存確認”である。 

かの入院中に私が興味を持ったのは、健康に生

きることであり、その実現のために、少々スト

イックな生活を始めた。 

 具体的には断酒はもとより、運動をしたり、

玄米を炊いて食する、勢い余ってとうとう禁煙

までしてしまった。 

 続けることは容易ではない。週に一度、土曜

日に元気な顔を見せる場を作り、自分に対する

コミットメントとした。 その後、趣味の世界や

仕事の関係で、関与するコミュニティは増えた

が、堂々と生存確認ができるのは、現グループ

のみである。 

 さて、ここでお題に対しては筆を置き、残っ

た文字数は、テーマから離れて少々近況を記す。 

 3 年ぶりに仕事を始めて 4 カ月が経過した。

いわゆる“飲み会”に参加する機会は飛躍的に

増えた。不思議なもので、こういう時ばかりは

何故か烏龍茶を注文する。日頃、緑茶は飲むが、

烏龍茶に手を出すことはまずない。また飲む量

がすごい。一回の飲み会で中ジョッキ3杯は飲

んでいる。いつも以上に大きな声と饒舌。要す

るにお酒がなくとも明らかに酔っているという

ことに気付いた。 

 過去の飲み会との大きな違いは、最後まで寝

ずに起きていること。決して電車で乗り過ごさ

ないこと。それ以外、昔と同じく、解放された

自由な気分に浸ることができる。 

 お酒に頼らない就寝。お刺身と玄米ご飯の組

み合わせ。それに烏龍茶。また素敵な代替えを

見つけた。 

 

 

 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 アルコホーリクの清美と申します。 

 おかげさまで、アルコホリズムという治癒し

ない病気を受け入れる人生を、1日24時間ずつ

歩ませていただいており、お礼申しあげます。

ありがとうございます。 

 皆さまのすぐ近く、あるいは遠くにいるアル

コホーリクたちが、自分の問題の解決へ少しず

つでも前進しますと幸いでございます。 

～～～～～～～ 

 昭和57(1982)年、私、24歳の帝王切開手術中、

祖母といるような懐かしい思いに満たされて涙

しました。翌々日、初産の子どもを失った私は、

救われた自分の生命を素直に喜べず、罪悪感か

ら逃れるべく、自分が死んだ方がよかったと悔

やみました。 

 ＡＡプログラムを実践している仲間と出会え

てからの私は、心痛を抱き、悲しみに涙しても、

私一人の生命ではないと感じられ、不幸ではな

くなりました。気がつくと、アルコホリズムか

らの回復を信じ、喜びのうちに飲まないで生き

たいと願えるようになっていました。 

 いまでは、毎朝の黙想とお祈りのひとときに、

不思議に心の奥で清々しい風を感じさせていた

だいています。ありがとうございます。 

～～～～～～～ 

 かつて節酒と禁酒を繰り返し、危機に陥って

も、いつも断酒へ一歩を踏み出す好機を逃して

きたのは、私の無知と偏見による錯誤と恐れだ

ったと気づかされました。 

 平成元(1989)年、アルコール性脂肪肝で入院

中、8 回目の結婚記念日も忘れ、母の日の前日

退院しました。両親の存在よりも渇望現象が強

力で、5 月には 5 回救急搬送されました。救急

外来で、父は「たいへん申し訳ないことをいた

しました」と、深々と頭を下げて詫び、母は「病

気を知らなくて恥ずかしい」と、両手で顔を覆

ったのでした。 

～～～～～～～ 

 いつか飲めるだろうと、不純な動機の私に専

門治療が施されたのは、大

阪府のある保健所の精神保

健相談員が「一緒にいきま

しょう」と、付き添ってく

れたからです。 

 その翌日、主治医に「今日だけ、最初の一杯

を飲まなければ酔わない」と告げられ、私は安

心してビール大瓶1本を飲みました。 

 入院しなくてもいいという医師から「離脱の

イライラも3日間」という言葉をいただき、先

が見えた気になりました。そのとき医師が、「結

婚して何年？」と質問し、その言葉が心深く伝

わり、私は衝撃とともに、一瞬怒りが消え、家

事をすることができました。 

 無力のどん底を突いてＡＡに導かれ、心理士

から「今やっていることを続けなさい」と提案

されて、3 週間毎日通っているＡＡが頭に浮か

びました。そのとき、私は生まれて初めて本気

で、医療関係者を信じてみようと思ったのでし

た。 

～～～～～～～ 

 この原稿を書いている、平成29(2017)年2月

26日も「一生アルコホーリク」の私にＡＡメッ

セージを運ぶ幸運が与えられ、ミーティングに

行くことができました。ありがとうございま

す。 

 また、おかげさまで、滋賀レディースミーテ

ィングでは、今年 20 周年を迎える準備をさせ

ていただいております。1カ月に1回60分から

始まった女性アルコホーリクだけの集まりは、

1回ずつ広がり、現在1カ月6回開催させてい

ただくようになりました。これからも、保健医

療等関係者の皆さまへの感謝の念を深めてまい

りたく存じます。 

 不完全な自分をありのままに受け入れてくれ

る自分を超えた力に頼り、飲酒で苦しんでいる

人たちが、飲まない一日を迎えることができま

すように。 

 



                                                                 

 

 

 

 

 

 

                 草津グループ   え  ん 

 

 しばらくぶりの投稿となりますが、何時の間

にかソーバー９年を迎えることができました。 

 一口に９年と言っても、特に「頑張った」「根

性を出した」なんてことは一切ありませんでし

た。 

 62歳の晩秋に「コントロール障害」と診断さ

れ、当時正確な判断ができない私は「良かった

ぁ～、アルコール依存症とは違う病気やわ。そ

れなら入院させてもらって、こんな苦しい思い

をせんように治してもらおう」と思い、「入院い

たします。よろしくお願いいたします」と答え

ていました。 

 付き添ってくれた３人の息子たちは、それぞ

れに安堵したようなようすがうかがえました。

それを見て内心「これで子供たちも安心してく

れたやろうし、治そう」とぼんやりする頭で思

いました。診察の帰りに入院に必要なものの買

い物をし、帰宅したのは夕方の４時過ぎだった

ように思います。 

 とにかく、この入院することになる約１カ月

の間の記憶が無くなっている事が多いのです。

未だに思い出すことはできません。悲しい事で

す。 

 入院中にＡＡ滋賀の仲間による「センターメ

ッセージ」に参加して、今ここに在ることにな

っています。 

それにより、所属グループが見つかり、大阪

の十三ミーティング場からの帰りの電車の中で、

先行く仲間から「わたしで良ければスポンサー

になるよ」と言われ、即決で「よろしくお願い

いたします」と言っていました。 

返事の直後、電車は草津駅に到着し、スポン

サーに頭を下げ、手を振って何だか嬉しいウキ

ウキした気持ちでお見送りしたことを今でも覚

えています。 

この事は、ついこの前の早春の一日のような

気持ちです。でも、ふと振り返れば９年という

月日が経っていたのですねぇ～。 

 新しい仲間には分かって貰えないでしょうが、

すぅーっと過ぎたのです。 

これは、 

 ★ミーティングに参加すること 

 ★ホームグループを持つこと 

 ★スポンサーを持つことの三点、たったこれ

だけのことなのです。 

 その中で徐々に仲間との草津グループやＡＡ

滋賀の活動の中で自分の居場所が見つかり、自

身のスキルアップができ、今に至っているので

す。 

 さぁ～！あなたも今から一緒に歩きましょ

う！明るい明日へ向かって！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アルコホリズムからの回復のプログラム  ☆ステップ1～ステップ１２☆ 
   開催日時：２０１７年６月３日(土) 

   受付 9 : 3 0  ＊ 1 0 : 0 0～ 1 4 : 1 5  (ス テ ッ プ セ ミ ナ ー )  
             ＊14:30～16:00（女性クローズドミーティング） 

        ＊ＡＡ女性クローズドミーティングは、女性のアルコホーリクだけの集まりです。 

   開催場所：日本キリスト教団  堅田教会：大津市本堅田三丁目18-6 

    交通機関：JR湖西線 堅田駅下車（徒歩１５分：案内地図参照） 参加費：無 料 
     ★詳細は、ＡＡ滋賀のホームページ、チラシ、あるいはＡＡ滋賀のメンバーにおたずねください。 



                                                                 

 

 

ＡＡと私 ―― 滋賀から熱海、熱海から滋賀へ 
 

        オネスティ唐崎グループ  と ら 
 

 70歳 定年退職              

 私は70歳となり定年を迎えました。ＡＡホー

ムグループは、ずっと滋賀のオネスティ唐崎で

すが、３月末に住居を熱海から滋賀に移します。

思えば飲酒時代、40 歳になったばかりのころ、

肝数値が悪く、身体全体がよろしくないので、

医者が「とらさん、このままだと50歳（まで生

きるのは）むりだよ」と言いました。 

 その私が70歳まで生き、定年退職まで働くこ

とができ、滋賀で独居する母親と同居できるの

ですから、文字どおり、ありがたいことです。 

 生き方を教えてくれたＡＡと仲間たち、命を

救っていただいた医療等関係者のみなさん、家

族、友人、そして、他面にわたって支えてくだ

さった多くの方々に深く感謝します。 

 専門病院に入院               

 私は、飲酒がたたって動けなくなり、1992年

12 月末に近所のクリニックに緊急搬送され、3

月3日に退院して「カンパ～イ」と退院祝いを

やっていると、また動けなくなり、ついに1993

年3月22日（最後の酒は入院前夜同年3月21

日）、滋賀県立精神保健総合センター（当時）ア

ルコール診療科に入院し、3 カ月のアルコール

リハビリプログラムを受けたのでした。 

 いま思えば、この3カ月の入院がなければ、

私は生きていないです。 

 初めてＡＡに来たころのこと         

 入院時点では、「50 歳までの 4 年間は酒をや

めよう」と思いました。アルコール講座で教わ

った後の退院のときは、「あと数年の命だから飲

まずに死にたい」と思いました。それでも、自

助グループに行くつもりはありませんでした。

自助グループというのは、アルコール依存症患

者「友の会」だと思ったのです。それに、人間

のクズの集まりのようなものだろうという偏見

もありました（その後、ＡＡで多くのメンバー

を知って、酒をやめて生きる美しさに触れ、人

間のクズは自分の方だったと気づきました）。 

 それにもかかわらず、ＡＡミーティングに行

こうと思ったのは、信頼する看護師さんが「お

酒は一人ではやめられないのよ」と力説された

のと、年若いアルコホーリクが入院中から熱心

にＡＡ通いをしていた姿などに触発されたので

す。退院翌日の土曜日、1993 年 6月 12 日に大

津会場（膳所の大津教会）に行ったのでした。 

 飲酒欲求のことなど             

 この日に自主的に初めてＡＡミーティングに

行ったことが私の人生の大きな転換点だったの

ですが、その日のミーティングは、さほどのこ

とはなく、参加者も３人で、話された内容も心

に響くものではありませんでした。 

 私は、ややがっかりして、京阪膳所（ぜぜ）駅

へと歩いて帰りながら、おやと思いました。説

明しにくい感覚が胸にたゆたっていたのです。

経験したことのない安堵にも似た感覚です。こ

れは何だろうと思い、帰途、ずっと考えていま

した。正直に話をしたからか、それとも・・・。 

 いまなら、わかるのです。それこそが、飲酒

欲求が薄らいでいく感覚だということです。私

の経験では、アルコホーリクの話を聞き、アル

コホーリクに話を聞いてもらうと、飲酒欲求が

消えていくのです。どうしてそうなるのか、う

まく説明できないのですが、それが事実ですか

ら、人間とはそうした不思議な存在だというこ

となのかもしれません。 

 同期の入院患者の死            

 入院中に隣のベッドに寝ていた、私より 10

歳下の男性が、退院後１年経たないで、再飲酒

により自死したと知らせがありました。私には、

激しい衝撃でした。初めて「酒で人が死ぬ」と

実感し、明日は我が身かと思いました。それま

では、他人事であり、医者の脅しにすぎないと

いった感じでした。 



                                                                 

 

 以後、この20数年、アルコホリズムは進行性

の死に至る病気だということを痛感させられる

事例に多く接することになり、また、肝臓等を

悪くして病死することよりも、再発（再飲酒）

による自死が多いことに愕然、呆然とすること

もしばしばでした。ある時期、アルコホーリク

がバタバタと斃（たお）れていくことがありまし

た。酒で人が死ぬ、これほどの痛恨・哀切はあ

りません。ですから、命が救われた者の責務と

して回復の希望を述べ伝えていきたいのです。 

 就労のことなど               

 センター退院後、失業保険の受給が終わると、

かつての職場である法律事務所の業務を手伝っ

たりしていましたが、退院後１年半が過ぎ、正

規の仕事に就こうと思いました。一家、つまり

妻と４人の子が生活しないといけないのです。

新聞広告で探して大阪の保険調査員の仕事に就

きました。やがて、私は医療保険専門調査員の

ようなことになって、各地の病院、医師面談が

主な仕事内容となり、約5年で、近畿地方のほ

とんどの病院を回りました。 

 そのころ、私の父親が心臓の手術をすること

になり、手術は成功したのですが、比良山麓の

保養所管理人をやめると言いだし、「会社担当者

から後釜を探すように言われた、お前たち夫婦、

やらないか」と言ってきたのです。私は、まさ

か、と思いました。掃除したり買い出しする仕

事では、私の資格もキャリアも生かせない、そ

れは社会の損失というものだろう、という感じ

でした。つまり、保養所管理人の仕事をバカに

していたのです。調理担当となる妻は乗り気で、

やろうやろうと言うし、私はＡＡに来て７年も

経っているのに何たる傲慢かと、自分の偉ぶっ

た感覚に反省もして、保養所管理人の業務に就

くことになりました。53歳でした。 

（この保養所管理人に就労したことから、同社

の熱海研修所に転勤となり、つごう17年間、70

歳まで働くことになったのでした）。 

 比良山麓の保養所管理人になってみて     

 保養所管理人になって驚いたのは、皿洗いで

す。利用客が食べた後の食器が流しにドーンと

積まれているのを見ると、私の身も心も固まっ

てしまったのです。皿洗いぐらい誰でもできる

とバカにしていた、その皿洗いができないので

す。逃げ出したいのです。私は、しんそこ自分

にがっかりしました。偉そうなことを思ってい

るくせに何もできない自分への失望です。 

 それでも歳月は実りを与えてくれました。１

年経った春の日、私はごく自然に庭の草むしり

をしていました。そよ風が吹いて、突然、「ぼく

は生きている、生きている」と思うと、熱い空

気のかたまりのようなものが、のど元にこみあ

げてきて、涙がどっと流れてとまらないのです。 

 いま思えば、私は飲まないで死ぬためにＡＡ

に来たのですが、その日、飲まないで生きる方

向へと人生の軸が回転したような気がします。 

 キャリアだの資格だの過去の小さな栄光のよ

うなものが、1 年間の皿洗いなどによって、よ

うやく手放せたのでしょう。 

 それまで私は、生きる喜びは外からやってく

るもののように思っていたようです。金銭とか、

栄誉とか、名声とか、ロマンスとか・・・。し

かし、生きる喜びは体の内側からやってくるも

のだと実感しました。これは、私にとっては、

大きな人生的変化であり大発見でした。 

 翻訳出版ボランティアのことなど       

 私は 2000 年ごろからＡＡの翻訳ボランティ

アにかかわるようになりました。それには経緯

があります。 

 私は、ほとんど話したことはないのですが、

高校時代から小説を書いていました。20歳代で、

欲しかった文学賞を受けてからは、世界は文学

を軸に回っているような日々でした。希望する

出版社から小説集が刊行され、連載小説を発表

することになって、作家的未来が拓けていくと

感じました。ところが、40歳前後のころ、政治

と文学の論難に巻き込まれ、発表舞台を失って、

限りなく絶望に近い失望にまみれ、やけくそに

なって泥酔のかぎりをつくしました。そして、

内科、外科、神経科の入退院を繰り返すことに

なりました。私は酒乱でしたが、小説家が酒を

飲んで暴れるのは当然だろうと思うことにして

いました。そう思わないことには、後悔と恥辱

に焼かれて、息もできなかったのです。 

 ＡＡに来たころ、無職で、法律事務所の手伝

いにも限度があるので、ものを書いてなりわい

をたてることができないかと考えたりしました。



                                                                 

 

が、初めて参加したＡＡのＯＳＭで、ある若い

女性メンバーが、酒による堕落を心配してくれ

た祖母に、酒をやめて遠路会いに行った話をし

ました。それを聞いて、ひどく感動し、小説を

書くことよりも、この人たちの話を活字にする

ほうがよほど意味があると痛感しました。 

 私は、雑誌などの編集出版実務も経験してき

たので、滋賀のメンバーたちに、「みなさんはあ

まりにも書かなさすぎる」「みなさんの経験は生

きる希望を与える」「活字は時空を超えて世界中

に伝わるメッセージだ」と騒ぎたてて、ようや

く「ニューズレター滋賀」を発行することにな

りました。それらの結実が前号で詳細にご報告

した『ＡＡ滋賀地区5周年記念誌』です。Ａ４

版180ページのだいぶなものとなりました。 

 そのような流れから、『BOX-916』の編集や、

ＡＡの翻訳ボランティアをやることになってい

きました。ビッグブックに「ＡＡの仲間の集ま

りで、苦労からも退屈や心配ごとからも解放さ

れ、創造的な能力はかきたてられ、ついに人生

が何らかの意味を持ち始める」とありますが

(p221)、本当のことだと実感しています。 

 悔やまれること              

 飲酒による痛悔は枚挙にいとまがありません

が、これまで書いたことがなく、年と共に痛く

思いだされるのは、中学校教師時代、生徒たち

が「先生酒くさ～い」と言ったときのことです。

「あのね、朝から酒を飲むのはアル中だよ。先

生はアル中じゃないよ。夜、眠れないからウイ

スキーと睡眠薬を一緒に飲むの。するとよく眠

れるのだが、酒の匂いが残るんだ」とか何とか

言って、照れ隠しに「君たちも大きくなって眠

れないとき、試してみたらいい」などと言った

ことです。いま、ここで、紙面をかりて、埋め

合わせをしておきます。 

「君たち、ごめん。謝る。先生はアル中でした。

お願い、君らは、ウイスキーと睡眠薬をいっし

ょに飲むようなバカなことはしないでほしい」 

 熱海でのことなど              

 飲まなくなって24年ですが、そのうち13年

を熱海ですごしました。熱海に来て、気の強い

老婆の前管理人との業務引き継ぎをしました。

どうやら私どもが研修所管理人に就くことで追

い出されると思いこんだふうで、ひどく敵対的

でした。その老婆とうまくいかないので、「とら

さん、相手の幸せを祈りなさい」という私の相

談相手（スポンサー）の言葉を思い出し、老婆

の幸せを祈ろうとしました。ところが、できな

いのです。不幸になってほしいとさえ思ってい

るのに「幸せにしてください」とは、口先だけ

でもいいからといわれても、祈れないのです。

悶々とする夜を重ねて、ついに「神さま、○○

さんを幸せにしてください。私が欲しいと思っ

ているものすべてを○○さんにあげてくださ

い」と小声で祈りました。「祈り」と「折れる」

はよく似ていると思いました。エゴを折らない

と祈れないと感じたのです。 

 翌日の朝、老婆は私を見るなりジロリとにら

みましたが、驚くことに、私はやさしく笑い返

したのです。昨晩、この人の幸せを祈ったのだ

から、何かしてあげうようという気持ちになっ

ているのです。しんじつ驚きました。ＡＡでい

う祈りとはこういうことかと、無宗教の私とし

ては、瞠目する思いでした。これも、忘れられ

ない、熱海での経験の一つです。 

 熱海時代を振り返って感じるのは、ＡＡには

県境も国境もないということ、どこにでもＡＡ

があることの安心。また、仲間たちに恵まれた

喜び、そして多くの人々との出会いのありがた

さです。富士山や温泉も嬉しいことでした。 

 さらば熱海よ、いざふたたびの滋賀よ。 

（この項つづく） 

 

 
編集後記：このニューズレター滋賀は、ＡＡメンバーと保健医療等関係者のみなさんとの意見交

換や経験交流の場です。今後とも、みなさんのお力添えをお願いします。今回は、親しい「ＡＡの

友人」の滋賀県立精神医療センターの柴崎先生、小出さん、長浜保健所の椙本さん、安東医院の北

山さんからご寄稿をいただきました。心からお礼申し上げます。また、県外のＡＡメンバー、アグ

ネスさん、ちかさん、ひさこさん、、太閤さん、杏里さん、ふみえさん、鏡さん、ありがとうござ

います。そして、ＡＡ滋賀のみなさんのご寄稿に大いに感謝しています。 

 末筆ですが、執筆者、読者のみなさんのご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

        （なお、毎号のことですが、ここに掲載された記事は、それぞれ個人の意見や経験であって、ＡＡ 

         やＡＡ滋賀を代表するものでもなければ、その内容を編集部が支持しているわけでもありません） 

 

 



                                                                 

 

クローズドミーティング・・・ＡＡメンバーもしくは飲酒に問題があり“飲むのをやめたい願望”のある人だけのミーティング。 

オープンミーティング・・・・・・ＡＡのアルコホリズムからの回復のプログラムに関心のある人ならだれでも参加できます。 

ビッグブックミーティング・・・・・・・ＡＡの基本テキストの『アルコホーリクス・アノニマス』を使うミーティングです。 

ステップミーティング・・・・・ＡＡの『１２のステップ』を朗読し、回復の「ステップ」をテーマにしたミーティングです。 

リビングソーバーミーティング・・・・『どうやって飲まないでいるか』を使ってＡＡの生き方を分かち合うミーティングです。 

ビギナーズミーティング・・・・新しい人にＡＡが役立つように、ＡＡについての質問や疑問に答える形式のミーティングです。 

レディースミーティング・・・・女性のアルコホーリク本人たちだけで経験と力と希望を分かち合っているミーティングです。 

ビジネスミーティング・・・・・ＡＡの各グループの運営や、各係からの報告、ＡＡのサービス活動等について話し合います。 

バースデーミーティング・・・・・お酒を飲まないで過ごした年月を仲間とともに確認し、経験と力と希望を分かち合います。 

伝統ミーティング・・・ＡＡの『１２の伝統』を朗読し、ＡＡの活動等についての経験等を話し合うテキストミーティングです。 

DR（デイリー･リフレクション）ミーティング・・・・・・・・・・・ＡＡの書籍『今日を新たに』を使うミーティングです。 

 

滋賀県内のＡＡグループ＜ＡＡ滋賀＞ミーティングご案内 

ＡＡ滋賀 事務局：大津市田辺町２－５ 

 

≪お問合せは、090－3354－0850、FAX 077－537－5442、E-mail：cce57380@nyc.odn.ne.jp≫ 

  全国のＡＡ（連絡先等）  特定非営利法人（ＮＰＯ） ＡＡ日本ゼネラルサービス（ＪＳＯ） 

   〒171-0014 東京都豊島区池袋４－１７－１０ 土屋ビル３Ｆ 電話：０３－３５９０－５３７７ 

       h t t p : / / w w w . c a m . h i - h o . n e . j p /Ａ Ａ - j s o / 

     ＊北海道セントラルオフィス    ：０１１－５５７－４３２９  

     ＊東北セントラルオフィス     ：０２２－２７６－５２１０  

     ＊関東甲信越セントラルオフィス  ：０３－５９５７－３５０６  

     ＊中部北陸セントラルオフィス   ：０５２－９ １５－１６０２  

     ＊関西セントラルオフィス     ：０６－６５３６－０８２８  

     ＊中四国セントラルオフィス    ：０８２－２４６－８６０８  

     ＊九州沖縄セントラルオフィス   ：０９９－２４８－００５７ 

     ＊英語ミーティングの連絡先    ：０３－３９７１－１４７１             （2017.3） 

          ＡＡ滋賀のミーティング会場               

日曜日 1０:00～１１:００ ＊第２のみ（オープンＭ）        （オネスティ唐崎Ｇ）＜ボートハウス＞ 

    1０:00～１１:２０ ＊第４のみ（ビッグブックＭ・オープンＭ）（オネスティ唐崎Ｇ）＜ボートハウス＞ 

12:00～  ＊第２のみ バースデーミーティング＆各委員会・合同ビジネスミーティング 

  ＜メリノールハウス＞ 

   1５:00～1６:00＊第１・３のみ （ビッグブックM・クローズドＭ）（ハグ12すてっぷＧ）＜彦根会場＞ 

月曜日 13:30～14:30＊第1のみレディースミーティング  (滋賀レディース)       ＜彦根会場＞ 

    10:30～11:30＊第2のみレディースミーティング  (滋賀レディース)       ＜草津会場＞ 

    13:00～14:00＊第3のみレディースミーティング  (滋賀レディース)       ＜長浜会場＞ 

     10:30～11:30＊第4のみレディースミーティング  (滋賀レディース)       ＜堅田会場＞ 

火曜日 19:00～20:00＊第２、第４のみ（オープンM）  (彦根Ｇ)           ＜彦根会場＞ 

水曜日 18:30～19:30毎週（オープンＭ）          （草津Ｇ)          ＜草津会場＞ 

土曜日 15:00～16:00＊第2のみレディースミーティング   (滋賀レディース)       ＜堅田会場＞ 

    15:00～16:00＊第4のみレディースミーティング   (滋賀レディース)     ＜近江八幡会場＞ 

         

17:15～18:15 （クローズドＭ）         (おおつ今日一日Ｇ)     ＜大津会場＞ 
＊第１のみビギナーズＭ  ＊第２のみリビングソーバーＭ  ＊第３のみ伝統Ｍ 

    18:30～19:30  （オープンＭ）         （おおつ今日一日Ｇ）     ＜大津会場＞ 

      ＊第１：ビッグブックＭ ＊第２：テーマＭ ＊第３：ステップＭ ＊第４：DＲ(デイリー･リフレクション)Ｍ ＊第５：休止 

                        ★大津会場は、大津市民会館の２階「大津公民館」に変更になりました。 

                     ≪Ｇ：グループ、Ｍ：ミーティングの略です。おタバコは喫煙場所でお願いします》 


